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◆平成28年（2016年） 8月15日発行
◆座間市市長室市政戦略課編集

8.15平成28年
（2016年）

1009

目　次
●臨時福祉給付金〜まもなく受付開始（２面）
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市 の 人 口●128,754人（＋32人）
市の世帯数●56,342世帯（＋56世帯）
平成28年7月1日現在（ ）は6月との増減

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
座
間
会
場

で
ざ
ま
り
ん
と
写
真
を
撮
る

家
族

○持ち物　動きやすい服装、帽子、飲み物、
タオル、軍手など

※中止の判断を当日午前 ６時に行い、中止
の場合は市ホームページ、座間市緊急情報
いさまメールでお知らせします。座間市緊
急情報いさまメールの登録はパソコンなど
でURL（www.anshinbousai.net/zama/）
から登録ができます。
※災害時を想定していますの
で車での来場はできません。

座間市緊急情報いさまメールの登録

　市では、総合防災訓練と同日の午前 ８時に「かな
がわシェイクアウト（いっせい防災行動訓練）」を
実施します。詳しくは担当へ。

　市では、大地震などの大規模災害が発生した場合に備え、市、住民、ライフライン事業者、自衛隊、神奈川県警察、消
防機関などが連携を図り、迅速に活動するための訓練や市民の皆さんが参加・体験できる訓練を行います。
　市民の皆さん一人一人が災害に備える意識を持つことが大切です。総合防災訓練への積極的なご参加をお待ちしています。
担当� 危機管理課　☎046（252）7395　5046（252）7773

体感しよう守り抜く結束力総合防災訓練

安全行動 １− ２ − ３
１ DROP!（まず低く！）
２ COVER!（頭を守り！）
３ HOLD ON!（動かない！）

参加しよう
かながわシェイクアウト
（いっせい防災行動訓練）

平成28年度座間市総合防災訓練 ８月２７日（土）午前 ９時〜11時30分

○参加方法　開催時間中に会場へ ○参加方法　午前 ９時〜 ９時３０分ごろに直
接会場へ

炊き出し訓練、応急手当、煙体験、自衛隊カ
レーの試食、野外入浴セット展示、その他防
災に関する展示

市内で被害を受けた個人宅や各種施設
からの支援要請に基づいての派遣訓練

非常通信訓練、給水および仮設マンホールト
イレ設置訓練、生活物資・燃料輸送訓練、道
路啓開訓練、人命救助訓練など

市社会福祉協議会とざま災害ボランテ
ィアネットワークが連携して災害ボラ
ンティアセンターの開設運営訓練

中央会場
栗原小学校（栗原中央六丁目 8番 1号）

地域会場
サニープレイス座間（総合福祉センター）

＝＝＝＝＝参加・体験・展示＝＝＝＝＝
＝＝＝＝＝＝＝参加・体験＝＝＝＝＝＝＝

＝＝＝＝＝＝＝＝＝見　学＝＝＝＝＝＝＝＝＝ ＝＝＝＝＝＝＝＝＝見　学＝＝＝＝＝＝＝＝＝

消火訓練を行う市民

結束し市民を守る精鋭たち 指示を出す救助隊員

在日米陸軍基地管理本部消防隊との協同訓練
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給給
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金金
等等
〜〜
まま
もも
なな
くく
受受
付付
開開
始始

○
問
い
合
わ
せ
先　

座
間
市

臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー　

1
0
4
6（
2

5
7
）
7
0
7
0
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

※
受
け
付
け
は
、土
曜
・
日
曜

日
、祝
・
休
日
を
除
く
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
。 

３０

１５

　

市
で
は
、
昭
和　

年
５
月　

５６

３１

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
を
対
象
に
無
料
耐
震
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
市
で

は
建
物
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、

電
話
や
訪
問
な
ど
に
よ
る
個
別

の
勧
誘
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

○
と　

き　

９
月　

日
（
土
）

２４

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

○
相
談
時
間　

約　

分
（
申
込

４５

順
、
時
間
予
約
制
）

○
と
こ
ろ　

東
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

○
相
談
員　

神
奈
川
県
建
築
士

事
務
所
協
会　

座
間
支
部
会

員
○
持
ち
物　

受
付
後
に
市
か
ら

送
付
さ
れ
た
書
類
、
確
認
申

請
な
ど
の
図
面
（
略
図
で
も

可
）
、
建
物
状
況
が
分
か
る

写
真
な
ど

○
申
込
方
法　

８
月　

日（
月
）

２９

ま
で
に
電
話
で
担
当
へ

※
次
回
の
相
談
は
、
平
成　

年
２９

２
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
相
談

を
受
け
た
方
に
対
す
る
補
助
】

　

市
で
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木
造
住
宅
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無
料
耐
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３３
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木木
造造
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無無
料料
耐耐
震震
相相
談談
会会

震
相
談
を
受
け
た
方
に
対
し
次

の
通
り
補
助
し
ま
す
。

▽
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
方
＝

耐
震
診
断
費
の
２
分
の
１
（
上

限
５
万
円
）

▽
改
修
計
画
書
の
作
成
を
希
望

す
る
方
＝
改
修
計
画
書
作
成
費

用
の
２
分
の
１（
上
限
５
万
円
）

▽
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る

方
＝
耐
震
工
事
費
用
の
２
分
の

１（
上
限　

万
円
）現
場
立
会
い

５０

費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
３
万

円
）
、
一
定
の
収
入
に
満
た
な

い
場
合
は　

万
円
加
算
、
市
内

２０

施
工
者
の
場
合
は　

万
円
加
算

２０

※
住
宅
耐
震
改
修
を
し
た
場
合
、 

所
得
税
額
の
特
別
控
除
お
よ
び

固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
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９９
月月
はは
福福
祉祉
月月
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齢
者
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が
い
者
の

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
展

　
　

歳
以
上
の
方
と
障
が
い
者

６０
（
児
）
の
手
作
り
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

○
と　

き　

９
月
２
日
（
金
）

〜
４
日
（
日
）

○
と
こ
ろ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
座
間
（
市
民
文
化
会
館
）

福
祉
パ
ネ
ル
展

　

福
祉
パ
ネ
ル
展

　

市
福
祉
施
設
・
事
業
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

○
と　

き　

９
月
２
日
（
金
）

　

市
で
は
、
毎
年
９
月
を
福
祉

月
間
と
定
め
、
福
祉
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

〜
４
日
（
日
）　

○
と
こ
ろ　

市
役
所
ア
ト
リ
ウ

ム

　

老
人
と
園
児
の
集
い

老
人
と
園
児
の
集
い

　

市
内
の
保
育
園
で
歌
や
踊
り
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

９
月
中
（
各
保
育

園
で
異
な
る
）

健
康
相
談

　

健
康
相
談

　

身
体
測
定
、
尿
検
査
、
血
圧

測
定
、
体
脂
肪
測
定
と
健
康
に

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

①
９
月
２
日（
金
）

②　

日
（
火
）
い
ず
れ
も
午

２０
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

○
と
こ
ろ　

①
北
地
区
文
化
セ

ン
タ
ー
②
市
民
健
康
セ
ン
タ

ー

　

市
で
は
、
９
月
１
日
か
ら
臨

時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
低
所
得

の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
の
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付

を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
思
わ

れ
る
方
に
は
８
月
下
旬
か
ら
順

次
申
請
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
者

支
給
対
象
者

・
平
成　

年
１
月
１
日
（
基
準

２８

日
）
時
点
で
座
間
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
方

・
平
成　

年
度
の
市
民
税
が
非

２８

課
税
の
方
（
市
民
税
課
税
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
基

準
日
時
点
で
生
活
保
護
被
保
護

者
な
ど
は
対
象
外
）

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

　

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
者
向
け
の
給
付
金

受
給
者
向
け
の
給
付
金　

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
者
の
う
ち
、
平
成　

年
５
月

２８

分
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
の
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

（
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
を
受
給
し
た
方
は
対
象 

外
）
。

※
申
請
書
は
臨
時
福
祉
給
付
金

と
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
対
象

と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
そ
の
旨

が
印
字
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
給
額

　

支
給
額

○
臨
時
福
祉
給
付
金　

一
人
に

つ
き
３
千
円
（
１
回
限
り
）

○
低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
受
給
者
向
け
の
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金　

一
人
に
つ
き
３
万
円
（
１
回

限
り
）

申
請
方
法

　

申
請
方
法

○
申
請
期
間　

９
月
１
日（
木
）

〜　

月
１
日
（
木
）（
必
着
）

１２

○
申
請
先

　

郵
送　

〒
２
５
２－

８
６
６

６
座
間
市
役
所
福
祉
長
寿
課

臨
時
福
祉
給
付
金
担
当
宛
て

　

※
申
請
書
に
同
封
す
る
返
信

用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

窓
口　

市
役
所
３
階
３－

２

会
議
室
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

　

※
窓
口
で
の
申
請
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
に
よ

る
申
請
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

※
出
張
所
な
ど
で
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

　

申
請
の
流
れ

申
請
の
流
れ

①
申
請
書
の
入
手　

受
給
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
と
な

る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
申
請

書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

②
申
請
書
を
記
入　

必
要
事
項

を
記
入
、
押
印
し
、
必
要
に
応

じ
て
確
認
書
類
を
用
意
す
る
。

③
申
請
書
の
提
出　

申
請
期
間

内
に
返
信
用
封
筒
に
て
郵
送
ま

た
は
直
接
担
当
へ
。

④
給
付
金
を
受
給　

審
査
後
、

受
給
資
格
を
満
た
し
た
方
は
指

定
口
座
に
入
金
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
の
注
意
点

申
請
の
注
意
点

・
市
民
税
の
課
税
状
況
に
つ
い

て
判
断
で
き
な
い
方
に
は
申
請

書
が
郵
送
で
き
ま
せ
ん
。
市
役

所
２
階
市
民
税
課
で
申
告
な
ど

の
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
た
上

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
支
給
は
口
座
振
込
が
原
則
で

す
。
申
請
受
付
か
ら
約
２
カ
月

で
振
り
込
み
ま
す
。

・
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
に

２８

住
民
登
録
し
て
い
た
市
区
町
村

で
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。振

り
込
め
詐
欺
に

　

振
り
込
め
詐
欺
にご

注
意
を

ご
注
意
を　

　

給
付
金
の
支
給
に
関
し
て
、

現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

を
操
作
さ
せ
た
り
、
手
数
料
の

支
払
い
を
求

め
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。



市マスコット 
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「ざまりん」 

担当　健康づくり課 　1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０ 

7０１２０（８６７）８６０（通話料無料）
※つながらない場合は1０３（５５２４）８５００へ、
聴覚障がい者は専用ファクス5０３（３５６２）８４３５へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当 医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

座間市２４時間健康電話相談2

広報ざま【座間市のお知らせ】No.１００９　　平成２８年（２０１６年）８月１５日●3

運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ををををををををををををををををををををををををををををををををを始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううう
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののののののののののののののの道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃がががががががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸腸がががががががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診

目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気

発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

とき＝８月１７日（水）・２５日（木）いずれも午後
１時１５分～２時１５分受け付け（時間厳守）　とこ
ろ＝市民健康センター　対象＝平成２８年２月生ま

れ（対象者には個人通知）※対象月に受けられな
かった１歳未満児はどちらの日程でも受診できま
す。

　
とき＝①８月２６日②９月２日③９日いずれも金曜
日午前９時３０分～１０時３０分受け付け　ところ＝①
市公民館②北地区文化センター③ひばりが丘コミ
ュニティセンター　内容＝身体測定と食事・発育
状態・育児の相談　持ち物＝母子健康手帳　参加
方法＝直接会場へ

ところ＝市民健康センター　対象＝初産で妊娠１８
週～３５週の方と夫　受講料＝３００円（テキスト代） 
持ち物＝母子健康手帳、筆記用具　申込方法＝９
月９日（金）までに電話で担当へ

とき＝８月２９日（月）午後１時３０分～３時　とこ
ろ＝市民健康センター　内容＝日頃の子育ての悩
みや出来事などを保健師や助産師と共に語り合う 
対象＝１歳位までの２，５００グラム未満で生まれた乳
児、多胎児（双子以上）とその家族　持ち物＝母
子健康手帳、バスタオル１枚、おむつ、ミルクな
ど　申込方法＝電話予約

とき＝随時　ところ＝市民健康
センター　内容＝食事療法や健
康全般についての栄養士・保健
師による相談　持ち物＝健康手
帳（持っていない方には当日発
行）　申込方法＝電話予約

救急診療 担当　医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

※聴覚障がいのある方の問い合わせ先　5１１９
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

受付時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

◆深　夜

受付時間診療場所電話番号診療科目
月曜～金曜日 　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外　科
月曜～金曜日 　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３
小児科

（外科系を除く）

◆夜　間

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内科・外科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３
小児科

（外科系を除く）

◆休日（日曜日・祝日）昼間

個別健康相談

ハローベビークラス（母親父親教室）

ぴよぴよ・チェリー教室

ＢＣＧ接種

育児相談

内　容と　き

妊娠中の生活、歯の話９月１２日（月）
午後２時～４時

骨密度測定、栄養の話９月１６日（金）
午後２時～３時３０分

お産の流れと体の回復、体操、
産後の過ごし方

９月２３日（金）　
午後２時～４時

赤ちゃんの 沐  浴 、妊婦疑似体
もく よく

験、これからに向けて
９月２４日（土）
午前９時３０分～１１時４５分

○と　き　９月５日（月）午前９時３０分～１１時４５分
○ところ　市民健康センター
○内　容　リラクゼーションストレッチ、体幹引き締め・
コアトレーニングなど

○講　師　健康運動指導士
○対　象　今年度初めて参加する方
○定　員　３０人（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、ヨガマットまたはバスタオル、飲
み物、運動できる服装と靴、健康手帳（持っていない
方には当日発行）

○申込方法　９月２日（金）までに電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　健康づくり課
　　　　　　　　　　1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０

○受付時間　午前８時４５分～１１時
　※☆のついた検診日は【男性】午前９時～
９時４５分【女性】午前９時４５分～１１時。

　※申込状況により変更があります。
○検査内容　▽胃がん＝問診、胃部Ｘ線間接
撮影▽大腸がん＝便潜血反応検査

○対象者　４月１日時点で４０歳以上の方
○受診料　▽胃がん＝千円▽大腸がん＝５００円 
○申込方法　９月２日（金）～９日（金）に
電話または直接で担当へ（ファクス不可） 
※申込期間内であっても、定員に達した場
合は受付を締め切ることがあります。
担当　　　　　　　　　　　　健康づくり課
　　　　　1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０

ところと　き
東地区文化センター１０月７日（金）☆

市民健康センター
１０月１１日（火）
１０月２２日（土）

北地区文化センター１１月１日（火）☆

市民健康センター

１１月４日（金）
１１月１４日（月）
１１月２４日（木）
１１月３０日（水）

　乳幼児期（４カ月健診後～１歳６カ月）の
運動発達面での心配について、理学療法士が
相談に応じます。
○と　き　９月２日（金）午前９時～正午　
○ところ　市民健康センター
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　　　障がい福祉課
　　　　　1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

○と　き　９月７日（水）①午前９時３０分②
午前１０時③午前１０時３０分

○ところ　市民健康センター
○内　容　骨密度測定、測定後の結果説明と
生活・栄養の話
　※素足で測定するので、脱ぎやすい靴下で
参加ください。また、足が冷えていると測
定できない場合があります。
○対　象　２０歳以上の方で、ここ１年間で一
度も骨密度を測ったことのない方（骨に関
し医療機関に受診中（内服中）の方を除く）
○定　員　各１０人（申込順）
○参加費　３００円（資料代）
○持ち物　筆記用具、健康手帳（持っていな
い方には当日発行）
○申込方法　９月５日（月）までに電話で担
当へ（時間の指定はできません）

担当　　　　　　　　　　　　健康づくり課
　　　　　1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０

発達相談発達相談

目指せ！骨☆元気目指せ！骨☆元気

胃がん・大腸がん集団検診胃がん・大腸がん集団検診

運動を始めよう
～メリハリＢＯＤＹへの道～

運動を始めよう
～メリハリＢＯＤＹへの道～

９月２日から申込開始９月２日から申込開始
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　消防団活動を通じて、世代を超えた地
域の仲間ができました。
　消防団に入団するということは、まち
の防災に参加するということをしっかり
と認識し、皆で協力し合い、まちのため
に尽くしていくということです。
　私たちと一緒にまちのために働きま
しょう。

木村　昭一郎さん　 3分団 4部　分団長

畳　屋

　消防団員として活動することで地域で
知り合いや仲間が増えました。
　また、訓練を通じて災害だけでなく日
々の生活に生かせる知識や技術が身に付
き、住んでいる地域の防災関連情報を知
ることもできます。
　暮らしている地域の安心・安全を一緒
に守ってみませんか。
　多くの方の入団をお待ちしています。

市川　裕也さん　 3分団 2部　団員

花　屋

　消防団に入団して、自分の生活してき
た地域「地元」に意見を交換し合える「仲
間」ができました。
　消防団の活動を通じて、地域への関心
が高まり、自分が地域の一部として生活
していると気付き、自分自身への意識が
変わりました。
　消防団活動は、今まで生活してきた「地
元」や現在生活している「地域」と関わ
る良い機会です。
　消防団に入団して、私たちと地域のた
めに働きましょう。

大巻　治夫さん　 2分団 2部　団員

そば屋

　消防団活動の訓練において、身を守る
方法、救助・救出方法など、生活の場や
職場でも活用できる知識をたくさん学ぶ
ことができました。
　普段は気が付かない地域のことに気付
くことができるようになりました。
　また、気軽に話し合える同世代の仲間
がたくさんできました。
　私たちが生活する地域の人々を守るた
め、消防団へ入団しませんか。

佐々木　翔さん　 5分団 2部　団員

教　師

　消防団の活動を通じて、今まで以上に
地域の方とつながりができ、入団して良
かったと感じました。
　若い力を地域に生かし、座間市を盛り
上げましょう。

大矢　恵介さん　 5分団 1部　部長

農　家

　食事会や野球・サイクリングチームな
ど異世代の団員との交流の他、家族同士
の交流もあります。
　祭りやイベントでは設営・ 警備を行
い、地域の方から頼られることにやりが
いを感じます。
　休日や夜間の訓練、深夜の出動など大
変なこともありますが、入団して良かっ
たと思うことの方が多いです。
　地元のために一緒に活動しましょう。

浦㟢　貴紀さん　 4分団 3部　団員

営　業
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利
用
く
だ
さ
い
。

11
月
6
日
（
日
）
に
実
施
さ

れ
る
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受

験
予
定
者
を
対
象
に
し
た
、
座

間
・
大
和
市
合
同
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
と

き

10
月
15
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

○
と
こ
ろ

大
和
市
消
防
本
部

（
大
和
市
深
見
西
4

−

4

−

6
）
3
階
講
堂

○
対

象

乙
種
第
4
類
受
験

休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
や
救
急

病
院
で
は
、
基
本
的
に
応
急
処

置
の
対
応
と
な
り
ま
す
。
普
段

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
準
備
講
習
会

担
当

消
防
本
部
予
防
課

☎
0
4
6（
2
5
6
）2
1
8
7

5
0
4
6（
2
5
6
）3
2
2
5

三次救急

二次救急

一次救急

命に危険が及ぶ重篤患者
受入先

救命救急センターを持つ病院

 入院を必要とする重症患者
受入先

救急告示病院、当番病院（病院群輪番制）

入院を必要としない軽症患者
受入先

かかりつけ医、休日急患センター

ZAMA
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地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
消
防

団
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
専
念
し
、
災
害
な
ど
の
際
に

は
消
防
団
員
と
し
て
対
応
に
当
た
る
、
地
域
愛
を
も
っ
た
方
の
集

ま
り
で
す
。

「
地
域
の
た
め
に
働
き
た
い
」
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ
、
消
防
団

員
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

担
当

消
防
総
務
課

☎
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

の
住
民
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
情

報
や
経
験
が
災
害
現
場
で
生
か

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、消
防
団
は
、

地
域
と
消
防
署
を
結
ぶ
パ
イ
プ

役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
地
域
と
密
着

し
て
い
る
消
防
団
の
活
躍
に
よ

り
、
数
多
く
の
市
民
が
避
難
・

救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　消
防
団
の
活
動

火
災
・
風
水
害
・
震
災
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
消

火
・
救
助
活
動
の
他
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
の
警
備
、
自
治
会
な

ど
へ
の
訓
練
指
導
を
行
い
ま
す
。

　入
団
方
法

次
の
入
団
条
件
全
て
を
満
た

す
希
望
者
は
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
入
団
条
件

●

18
歳
以
上
45
歳
未
満
の
方

●

心
身
と
も
健
康
な
方

　消
防
団
と
は

消
防
団
は
、
火
災
や
風
水
害

な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
消

防
組
織
法
に
基
づ
く
組
織
で
す
。

消
防
団
は
消
防
署
と
同
じ
消

防
機
関
で
す
が
、
消
防
署
が
常

備
の
消
防
機
関
で
あ
る
の
に
対

し
、
消
防
団
は
、
普
段
、
個
々

の
職
業
を
持
っ
て
い
る
住
民
が

災
害
時
に
消
防
団
員
と
な
り
、

消
防
活
動
を
行
う
非
常
備
の
消

防
機
関
で
す
。

消
防
団
の
身
分
は
、
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、

報
酬
と
出
勤
し
た
場
合
の
活
動

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

市
内
に
は
、
5
分
団
16
部
の

消
防
団
が
あ
り
、1
9
8
人（
平

成
28
年
8
月
1
日
現
在
）
が
消

防
団
員
と
し
て
所
属
し
て
い
ま

す
。　消

防
団
の
特
徴

消
防
団
員
は
、
自
ら
が
地
域

参
加
し
よ
う
「
消
防
団
活
動
」

〜
消
防
団
員
募
集

●

市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

　第
50
回
県
消
防
操
法
大
会

7
月
28
日
に
行
わ
れ
た
第
50

回
神
奈
川
県
消
防
操
法
大
会
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
市
の
代

表
と
し
て
出
場
し
た
第
4
分
団

は
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、

優
秀
賞
（
第
3
位
）
を
獲
得
し

ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
、
ホ
ー
ス
を
延

長
し
放
水
す
る
ま
で
の
時
間
と

士
気
、
規
律
、
迅
速
な
行
動
な

ど
の
正
確
性
を
競
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
2
番
員
を
務
め
た
菅

原
寿
樹
団
員
は
、
操
作
員
ご
と

に
表
彰
さ
れ
る
個
人
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
座
間
市

初
の
快
挙
で
す
。

優秀賞獲得を喜ぶ選手たち

　消防団員として活動することで、他の
団員や消防職員など、たくさんの仲間が
増えたました。
　入団をしても自分の仕事や家族を第一
優先にして大丈夫です。
　各分団、各部さまざまな交流があり楽
しくやっていますが、やる時はしっかり
行動していますので責任感がつきます。
　

外岡　譲さん　 1分団 2部　団員

ガソリンスタンド
　入団するまでは、地域に関心がありま
せんでしたが、消防団活動を通じて、心
を許して話し合える地域の仲間ができま
した。
　普段の生活では出会うことのなかった
仲間との出会いは、日々の仕事をする上
でも刺激となっています。
　消防団の活動は大変なイメージがあり
ますが、同世代の仲間とコミュニケーシ
ョンを取ることができて、楽しいことの
方が多いです。
　特に、市外から座間市に移り住んだ方
には、友人をつくる良い機会になるはず
です。

神山　光一郎さん　 2分団 1部　分団長

クリーニング

　防災に関わることで地域の方とのつな
がりができ、防災意識が向上しました。
また、交友関係が広がりさまざまな情報
交換ができます。
　活動服を着ていると「頑張ってね」と
子どもが送り出してくれることに喜びを
感じます。
　地域防災に取り組むことで仲間意識が
高まり、地域の活性化にも繋がります。
　自営業だけではなく一般企業の方の多
く入団しています。見学からでも大丈夫
です。一緒に地域の安全のため活動しま
せんか。

古木　普総さん　 1分団 3部　班長

神　主

か
ら
健
康
の
相
談
が
で
き
る「
か

か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
体
調

が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、
診
療

時
間
内
に
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
か
か
り
つ
け
医
は
、
病
歴

や
薬
の
ア
レ
ル
ギ
ー
、
生
活
環

境
な
ど
の
健
康
状
態
を
把
握
し

て
い
る
た
め
、
適
切
な
診
断
・

治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
救
急
病
院
で
診

察
を
受
け
る
軽
症
患
者
が
減
り
、

重
症
患
者
の
救
命
活
動
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

24
時
間
健
康
電
話
相
談
の

ご
利
用
を

夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
発
熱

な
ど
、
病
院
に
行
く
べ
き
か
ど

う
か
の
判
断
に
困
る
場
合
の
た

め
に
「
座
間
市
24
時
間
健
康
電

話
相
談
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
電
話
相
談
で
は
、
看
護

師
な
ど
の
有
資
格
者
が
、
24
時

間
体
制
で
対
応
し
て
お
り
、
看

病
の
仕
方
や
受
診
の
目
安
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

◆
座
間
市
24
時
間
健
康
電
話
相

談○
受
付
時
間

24
時
間
対
応

○
相
談
内
容

健
康
に
関
す
る

相
談
全
般

○
電
話
番
号

0
1
2
0（
8

６
７
）
8
6
0
（
聴
覚
障
が

い
者
専
用
フ
ァ
ク
ス
5
0
3

（
3
5
6
2
）
8
4
3
5
）

※
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
場

救
急
医
療
体
制
は
、
症
状
の

重
さ
に
よ
っ
て
次
の
三
つ
に
分

け
て
対
応
し
ま
す
。

医
療
機
関
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
、
適

切
な
医
療
機
関
で
の
受
診
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◆
一
次
救
急

自
力
で
来
院
で
き
、
外
来
の

治
療
だ
け
で
入
院
を
必
要
と
し

な
い
軽
度
の
患
者
に
つ
い
て
、

か
か
り
つ
け
医
や
休
日
急
患
セ

ン
タ
ー
が
対
応
し
ま
す
。

◆
二
次
救
急

主
に
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
、

入
院
を
必
要
と
す
る
重
症
患
者

に
つ
い
て
、
救
急
告
示
病
院
が

対
応
し
ま
す
。
休
日
・
夜
間
は
、

病
院
群
輪
番
体
制
に
よ
り
、
近

隣
市
の
病
院
を
含
め
対
応
し
て

い
ま
す
。

◆
三
次
救
急

命
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
重

篤
患
者
に
つ
い
て
、
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
を
持
つ
病
院
が
対
応

し
ま
す
。

二
次
救
急
の

割
以
上
は

軽
症
患
者

軽
症
患
者
を
二
次
救
急
で
対

応
す
る
と
重
症
患
者
へ
迅
速
な

対
応
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

医
療
従
事
者
へ
の
負
担
が
増
加

し
、
救
急
医
療
体
制
の
維
持
が

困
難
に
な
り
ま
す
。

市
の
救
急
医
療
体
制

担
当

医
療
課

☎
0
4
6（
2
5
2
）7
2
9
5

5
0
4
6（
2
5
2
）7
0
4
3

二
次
救
急
の
8
割
以
上
は

軽
症
患
者

24
時
間
健
康
電
話
相
談
の

ご
利
用
を

か
か
り
つ
け
医
を
持
と
う
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民
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お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前８時３０分～
午後５時１５分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

～午後０時３０分　ところ＝座間市民
活動サポートセンター（ざまコミュ
ニティプラザ１階）　内容＝チラシ
作りのヒントや注意点などについて
楽しく学ぶ　対象＝市民活動をして
いる個人または団体　定員＝２０人（申
込順）　参加費＝無料　申込方法＝
９月２１日（水）までに電話またはフ
ァクスで同センター1０４６（２５５）０２０１ 
5０４６（２５５）３２４３へ
担当　　　　　　　　　市民協働課

1０４６（２５２）７９６６　5０４６（２５５）３５５０

市チャリティーゴルフ大会

とき＝１０月１９日（水）午前６時３０分
～７時１５分受け付け、午前７時４４分
スタート　ところ＝大厚木カントリ
ークラブ桜コース　競技方法＝１８ホ
ールストロークプレー（新ぺリア方
式）　定員＝１００人（申込順）　参加
費＝３，５００円（パーティー、賞品代な
ど）　プレー費＝１万５千円（キャ
ディーフィー、昼食代含む）７０歳以
上は１４，２００円、メンバーは１１，５００円
※ロッカーを利用する場合、別途３２９
円。　申込方法＝９月３０日（金）ま
でに所定の申込書（市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を
記入の上、参加費（３，５００円）を添え
て担当へ※収益金は全国大会などに
出場する選手に激励金として、また、
市の友好交流都市である福島県須賀
川市に東日本大震災義援金として贈
ります。
担当　　　　　　市体育協会事務局
　　　　　　　　（スポーツ課内）

1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

市民とともにつくるまち
「市民こころのバリアフリー
（心の健康問題普及啓発）及び
ハート・コミュニティ」講座
～相互提案型協働事業～

とき＝９月１０日（土）午後２時～４
時（開場は午後１時３０分）　ところ
＝サニープレイス座間（総合福祉セ
ンター）３階多目的室　内容＝「活
躍している当事者の講演Ⅱ」他をテ
ーマにした講話　定員＝１００人（申込
順）　参加費＝無料　申込方法＝９
月７日（水）までに電話、ファクス
または直接担当へ
担当　　　　　　　　障がい福祉課

1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

手話通訳者養成講座
（認定試験対策）

とき＝９月１６日～１１月２５日、原則金
曜日午後７時３０分～９時３０分（１１月
１０日・１７日・２４日いずれも木曜日は
午後０時３０分～１時３０分、１１月１１日・
１８日・２５日いずれも金曜日は試験前

配偶者などからの
暴力に悩んでいる方へ
～ＤＶ相談のご利用を～

　配偶者や恋人など、親しい異性か
らの暴力（ＤＶ＝ドメスティック・
バイオレンス）に悩んでいません
か？これらの暴力には、身体的暴力
をはじめ精神的暴力や経済的暴力な
ど、さまざまなものが挙げられます。
一人で考え込まずにＤＶ相談をご利
用ください。
とき＝月曜・火曜・水曜・金曜日午
前９時～正午、午後１時～５時１５分 
ところ＝市役所１階広聴人権課※費
用は無料、秘密は守られます。
担当　　　　　　　　　広聴人権課

1０４６（２５２）８４８３　5０４６（２５２）０２２０

危険物を他のごみと混ぜないで

　市内のごみ集積所では、燃えるご
みの中にガラス片や注射針が混入し
て排出される、中身が入ったままの
スプレー缶が排出される、といった
事例が発生しています。ごみの排出
ルールが守られていないと、収集や
選別作業をする清掃作業員にとって
大変危険です。危険物を排出する際
は排出区分を守り、必ず決められた
排出方法に従ってください。
○刃物、割れ物、ガラス片など＝新
聞紙で包むなどし、他のものとは別
にして見やすいところに「危険物」
と書いて燃えないごみ○スプレー缶、
カセットボンベ＝必ず中身を使い切
って燃えないごみ○注射針、点滴の
針など＝排出禁止。購入した医療機
関などに相談
担当　　　　　　　　　資源対策課

1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

母子家庭父子家庭
自立教育訓練給付金

対象＝次の全てを満たす市内在住の
母子家庭の母・父子家庭の父が、雇
用保険制度の教育訓練給付指定講座
（介護職員初任者研修、医療事務、
パソコン研修など）を受講した場合
に給付します。①２０歳未満の児童を
養育②児童扶養手当を受給または同
等の所得水準③雇用保険による訓練
の受給資格がない④過去に給付を受
けていない　支給額＝１万２，００１円
～２０万円（受講料の６０パーセント）
※詳しくは、担当へ。
担当　　　　　　　　子ども育成課

1０４６（２５２）７２０１　5０４６（２５５）５０８０

交通事故件数

平成２８年１月１日～７月３１日
（物件事故を含まず）

消防件数

※火災・災害情報の問い合わせは、
テ レホンサービス1０４６（２５１） １３９９へ 。

�

外国人のための歴史探訪
（小田原編）

とき＝９月１７日（土）午前８時４５分
～午後５時　ところ＝小田原城、報
徳二宮神社、一夜城　内容＝小田原
の名所を訪ね異文化に触れるバスツ
アー　対象＝市内在住・在勤の外国
人（付き添いの日本人は参加可能） 
定員＝２０人（申込順）　参加費＝
１，５００円（小学生以下千円）　申込方
法＝９月９日（金）までに電話、フ
ァクス、電子メールまたは直接市国
際交流協会事務局（座間２－２８８７－
２　月曜・水曜・金曜日の午前９時
～午後４時）1０４６（２５１）９０００5０４６
（２０６）６４９３�z.i.a.０４０５０１@kdr.big 
lobe.ne.jp へ
担当　　　　　　　　　　　渉外課

1０４６（２５２）８０３５　5０４６（２５５）３５５０

情報サイト「ざまっと」の
操作説明会～あなたの団体を

インターネットで
紹介しませんか？～

とき＝９月１６日（金）午前１０時～午
後０時１５分　ところ＝座間市民活動
サポートセンター（ざまコミュニテ
ィプラザ１階）　対象＝市民活動を
している個人または団体　定員＝５
人（申込順）　参加費＝無料　申込
方法＝９月１５日（木）までに電話ま
たはファクスで同センター1０４６
（２５５）０２０１5０４６（２５５）３２４３へ
担当　　　　　　　　　市民協働課

1０４６（２５２）７９６６　5０４６（２５５）３５５０

思わず手に取る
チラシの作り方講座

とき＝９月２４日（土）午前９時３０分

補講のため午後５時３０分～）※全１０
回。　ところ＝北地区文化センター
他　内容＝神奈川県手話通訳者認定
試験に向けての実技演習　対象＝市
内在住で今年神奈川県手話通訳者認
定試験の受験資格がある方　費用＝
８，７４８円（テキスト代）　申込方法＝
８月２２日（月）までに講座名、住所、
氏名（ふりがな）、電話番号を電話、
ファクスまたは直接担当へ
担当　　　　　　　　障がい福祉課

1０４６（２５２）７９７８　5０４６（２５２）７０４３

青少年芸術祭舞踊部門
「ダンシング イン ＺＡＭＡ ２０１７」

の参加団体を募集

　市青少年芸術祭実行委員会では、
舞踊部門の参加団体を募集します。
とき＝平成２９年３月２６日（日）午後
１時～５時　ところ＝ハーモニーホ
ール座間（市民文化会館）大ホール 
対象＝市内を中心に活動する青少年
の舞踊（ダンス）団体　募集団体数
＝３団体程度（多数抽選）　申込方
法＝９月２日（金）までに申込書、
団体名簿、会則などを担当へ提出※
募集要項（担当または市ホームペー
ジで入手可）で詳細を確認の上、申
し込みをしてください。
担当　　　　　　　　　　青少年課

1０４６（２５３）８４１５　5０４６（２５９）２１６３

家庭教育委託講座
「災害時、生き残らなければ

何もはじまらない」

　市が「おやとも会」へ委託し、実
施します。
とき＝９月１３日・２７日いずれも火曜
日午前１０時～正午　ところ＝市公民
館　内容＝大災害時、子どもを抱え
た状況で、どのように備え、いかに
して生き残り子どもを守っていくの
かについて講義や実習を通して考え
る　講師＝ざま災害ボランティアネ
ットワーク　対象＝乳幼児を抱える
親、関心のある方　定員＝３０人（申
込順）　参加費＝無料　保育＝あり
（一人につき２回分で４００円、定員
は１５人）　申込方法＝９月５日（月）
までに電話、ファクスまたは直接担
当へ
担当　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

市民自主企画講座
チャレンジ・パークゴルフ体験

　市が「花を咲かそうボランティア
の会」へ委託し、実施します。
とき＝①９月１３日（火）午前１０時～
１１時３０分、１４日（水）午前９時３０分
～正午②９月２７日（火）午前１０時～
１１時３０分、２８日（水）午前９時３０分

救急車（件）消防車（件）
 １ 月～７月（累計）７月 １ 月～７月（累計）７月
３，１６７４９４３４３４８２８年
３，０８４４７２３５７４３２７年
＋８３＋２２－１４＋５増減

負傷者死者件数
２７３２２３６２８年
２６２０２２９２７年
＋１１＋２＋７増減 自

治
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ケストラ第１９回定期コンサート
とき＝９月１８日（日）午後１時３０分
～（開場は午後１時～）　ところ＝
ハーモニーホール座間　定員＝１，３００
人（申込順）　費用＝千円（当日券
１，２００円）　申込方法・問い合わせ先
＝電話で1０９０（４９６４）９０４３（清水）へ
○つくしんぼの会「おーいみんなお
いで！小さな子大きな子いっしょ
にあそぼうよ」
とき＝８月２６日（金）午前１０時～１１
時３０分　ところ＝サニープレイス座
間　内容＝魚釣り、風船とばしなど
の楽しい遊び　入場＝自由　問い合
わせ先＝ボランティアセンター1０４６ 
（２６６）２００２へ
○ほっとカフェ
とき＝８月２６日（金）午前１０時～正
午　ところ＝サニープレイス座間　
内容＝物忘れが気になる方や認知症
の方を看護している方の語らいの場 
参加費＝一世帯１００円　問い合わせ
先＝1０４６（２６６）２００５（市立野台地域
包括センター）へ
○行政書士街頭無料相談会
とき＝９月３日（土）午前１１時～午
後２時３０分　ところ＝市役所ふれあ
い広場　内容＝遺言、相続、成年後
見、各種許認可、内容証明、交通事
故などに関する相談　参加費＝無料 
参加方法＝当日直接会場へ　問い合
わせ先＝1０４６（２５５）９９７２（県行政書
士会海老名・座間支部　山村）へ
○第３６回夏の生活学校
とき＝８月２０日（土）午前９時１０分
～午後３時（雨天決行）　ところ＝
県立座間谷戸山公園（パークセンタ
ー）　内容＝作って遊ぼう、ネイチ
ャーゲーム、スイカ割りなど　対象
＝どなたでも　定員＝５０人（申込順） 
参加費＝３００円（材料費）　申込方法
＝電話で1０４６（２５４）９５３８（高橋）、
1０４６（２５５）０３４２（宮崎）、1０４６（２５５）
３９１３（大場）へ
○「振り込め詐欺」からシニアを守
るプロジェクト～撃退用自動通話
録音機の無料貸与
とき＝９月～　対象＝市内在住の６５
歳以上の方が居住する世帯の希望者 
定員＝４０世帯（多数抽選）　費用＝
無料　申込方法＝氏名、年齢、住所、
電話番号、「録音機希望」と明記し
ファクス、メールまたは郵送で5０４６ 
（２５５）６４９０、�info@scmimamori 
club.org、〒２５２－０００１相模が丘３
－１６－１０（（一社）シニア消費者見
守り倶楽部）へ　問い合わせ先＝1 

０４６（２５５）６４９０（岩田）へ

�

○無外流居合 いさま会
とき＝毎週火曜・水曜・木曜・土曜・
日曜日正午～午後２時他　ところ＝
入谷小学校他　内容＝居合、剣術、
試し斬り　対象＝小学生以上　会費
＝月額２，５００円～４，５００円、入会金 
１，５００円　連絡先＝1０９０（５５３７）００８０
（藤原）

とき＝９月９日（金）午前９時３０分
～午後１時　内容＝祝い事や家族の
集まりでも重宝する赤飯作りを学ぶ 
定員＝２５人（申込順）　参加費＝４００
円　持ち物＝エプロン、三角巾、布
巾　申込方法＝８月３１日（水）までに
電話、ファクスまたは直接同センタ
ーへ

�

◆こどもシアター
とき＝８月２１日（日）午前１０時３０分
～正午　内容＝「あしたぶたの日ぶ
たじかん」「小さなゆうびんひこう
きペドロ」　入場＝自由※フィルム
などの事情により一部変更になる場
合があります。
◆ぬいぐるみのおとまり会
とき＝９月１０日（土）午後２時３０分
～３時　内容＝ぬいぐるみと一緒に
お話会に参加してから、ぬいぐるみ
だけ図書館に泊まる　対象＝幼児～
小学生と保護者　定員＝２０組（申込
順）　参加費＝無料　申込方法＝電
話、ファクスまたは直接同館へ
◆ＺＡＭＡひまわりおはなし会
とき＝９月３日（土）午前９時３０分
～正午・４日（日）午前９時３０分～
午後２時　ところ＝子どもおはなし
室　内容＝お話サークルや人形劇サ
ークルが次々出演するお話会（詳し
い内容については、図書館でプログ
ラムを配布）　入場＝自由
◆ワンスモア・ブックス・フェア（古
本市）

とき＝９月３日（土）・４日（日）
いずれも午前１０時～午後１時　とこ
ろ＝講座室　内容＝図書館のリサイ
クル本を１冊１０円で販売　持ち物＝
購入した本を入れる袋　入場＝自由

�

◆介護認定事務臨時（非常勤）職員
募集人数＝１人　応募資格＝保健師、
看護師、社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士のいずれかの資格を
有し、介護認定調査の経験のある人
で普通自動車免許を有する人　業務
内容＝介護認定事務（認定調査含む） 
勤務期間＝９月２６日～平成２９年３月
３１日　勤務日時＝応相談　時給＝
１，４８４円　勤務場所＝市役所１階　
選考方法＝面接　応募方法＝市販の
履歴書（写真貼付）に必要事項を記
入し、資格証の写しを添えて、８月
２６日（金）までに本人が担当へ持参
担当　　　　　　　　　介護保険課

1０４６（２５２）７５３８　5０４６（２５２）８２３８
◆市史編さん非常勤職員
募集人数＝１人　応募資格＝古文書
の解読・整理ができ、出版物などの
校正や編集が可能で博物館学芸員資
格を有し、座間市史、郷土史に関心
があり調査研究に熱意のある方　業
務内容＝古文書などの歴史資料の調
査・整理・分析、座間市史刊行物に
係わる出版物の校正・編集、郷土資

図書館
1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

料の展示などに関わる作業　勤務期
間＝１０月３日～平成２９年３月３１日　
勤務日時＝原則火曜～金曜日のうち
２日午前８時３０分～午後５時１５分　
勤務場所＝図書館内　時給＝９５２円 
選考方法＝面接　応募方法＝市販の
履歴書（写真貼付）に必要事項を記
入し、「市史研究について」をテー
マにした原稿用紙に６００字から８００字
以内の作文を添えて、８月２６日（金）
までに本人が担当へ持参
担当　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４３１　5０４６（２５２）４３１１
◆市の４施設の指定管理者
　次の４施設を管理、運営する指定
管理者を募集します。
施設＝①さがみ野自転車駐車場②総
合福祉センター③生きがいセンター
④市民健康センター　指定管理期間
＝平成２９年４月１日～平成３４年３月
３１日　業務内容＝施設の管理・運営 
応募資格＝担当へ問い合わせくださ
い　申込方法＝９月１５日（木）まで
に応募書類を直接各担当へ持参※募
集要項は市役所の各担当で配布しま
す。
担当　　　　　　　　①市民協働課

1０４６（２５２）８１５８　5０４６（２５５）３５５０
　　　　　　　　　②③福祉長寿課

1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５２）８２３８
　　　　　　　　　④健康づくり課

1０４６（２５２）７９９５　5０４６（２５５）３５５０
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　掲載を希望する場合は、掲載希望
号の発行日の１カ月と１日前までに
市政戦略課に原稿を提出してくださ
い。なお、紙面の都合により、必ず
掲載できるものではありません。
○第２４回サマーコンサート
とき＝８月２７日（土）午後６時～（開
場は午後５時３０分～）　ところ＝立
野台コミュニティセンター　内容＝
奥平哲也コンサート、マリンバで贈
る名曲の花束　入場＝自由　問い合
わせ先＝1０４６（２５５）０８１５（同センタ
ー）へ※駐車場なし。
○（公財）座間市スポーツ・文化振
興財団職員募集
募集人数＝１人　応募資格＝高卒以
上の普通自動車免許所持者でパソコ
ンの基本操作ができる３５歳未満、職
務経験不問　勤務内容＝窓口受付事
務、自主事業企画運営など　採用予
定＝１１月１日～　勤務日時＝午前８
時３０分～午後５時※週休２日（シフ
ト制）　給与＝財団規程による　選
考方法＝書類選考、作文、面接　応
募方法＝市販の履歴書（写真貼付）
に必要事項を記入し、土曜、日曜日
を除く９月５日（月）までに、ハー
モニーホール座間内管理課へ本人が
直接持参※応募書類は返却しません。
詳しくは情報紙エール８月２０日号ま
たは財団ホームページをご覧くださ
い。　問い合わせ先＝1０４６（２５５） 
０２００（管理課）へ
○ＺＡＭＡビッグバンドジャズオー

みんなの広場 

～正午　ところ＝ハーモニーホール
座間大会議室他　内容＝パークゴル
フの効用、マナー、ルール説明、コ
ースでの実技など※①②は同じ内容。 
講師＝同会のインストラクター　対
象＝５０歳以上の初心者　定員＝①②
各２０人（申込順）　参加費＝①②各
２００円　持ち物＝筆記用具　申込方法
＝電話、ファクスまたは直接担当へ
担当　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１

障がい者激励１泊旅行

とき＝１０月７日（金）～８日（土） 
ところ＝伊豆潮風館　対象＝市内在
住の障がい者とその介助者　参加費
＝一人８千円　申込方法＝参加者全
員の氏名、年齢、住所、電話番号、
車いすの利用の有無を明記の上、８
月１９日（金）までに電話またはファ
クスで担当へ
担当　　市障害者団体連合会事務局 

（市社会福祉協議会内）
1０４６（２６６）２００１　5０４６（２６６）２００９

�

◆暮らしの実用講座「パソコンを触
ってみよう！パソコン体験会」

とき＝９月８日・１５日いずれも木曜
日午前９時３０分～正午　内容＝パソ
コンの基本操作や活用法を体験　講
師＝座間市パソコンサポートクラブ 
対象＝どなたでも　定員＝１６人（申
込順）　参加費＝千円　申込方法＝
９月６日（火）までに電話、ファク
スまたは直接同館へ

�

◆なつやすみおはなし会
とき＝８月２４日（水）午前１０時３０分
～１１時１５分　内容＝パネルシアター
「やどかりのおひっこし」、ブラッ
クパネルシアター「まっくろネリノ」、
絵本「どこでねるの」他　読み手＝
おはなしサークル　ききみみずきん 
入場＝自由
◆北文おもちゃ病院開院
とき＝９月１０日（土）午前１０時～正
午（受け付けは午前１１時３０分まで） 
内容＝壊れたおもちゃの修理※修理
できない物もあります。　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝２０
人（先着順）　費用＝無料※部品代
などは実費。　参加方法＝当日直接
同センターへ

�

◆わいがやエクスチェンジ
とき＝８月１７日（水）午前１０時～正
午　内容＝日頃愛用していた物、思
い出の品物、贈答品などで不要にな
った物を物物交換　参加費＝無料　
参加方法＝用品を持参の上、時間内
に直接会場へ※肌着、靴下、ぬいぐ
るみなどはご遠慮いただく場合があ
ります。
◆「お家で簡単！蒸し器で美味しい
お赤飯を作ろう」

市公民館
1０４６（２５５）３１３１　5０４６（２５２）２７７６

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１　5０４２（７４７）８５４２

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１　5０４６（２５３）０７８９
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座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ

広報広報広報広報

※新聞を購読されている方には、 新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み　申込専用電話　1046(252)8684（市政戦略課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス　70120(111)429 (無料)

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

　若手作家の作品発表と市民が新しい分野の作品に出会う機会を目的に「現
代美術展」を開催します。
　同展では、女子美術大学大学院生の太田晴子さん、土屋紀代美さん、吉
田未空さん、若松はるかさんが、「意図した偶然」意味する「さだか　な
たまさか」をテーマに多様な作品を展示します。
○と　き　 9月10日（土）～19日（月）午前 9時
30分～午後 5時（最終日は午後 4時まで）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）
ギャラリー・常設展示室
○入　場　自由
◆公開制作
　 9月10日（土）・11日（日）午前10時～午後 5
時に会場内で公開制作を行います。
◆ギャラリートーク
　 9月18日（日）午前11時・午後 2時から出展作
家によるギャラリートークを行います。
担当 生涯学習課　☎046(252)8476　5046(252)4311

　多くの方に福祉について興味を持ってもらい、福祉に参加してもらおう
と「ふれあいフェスティバル2016」を開催します。
　この催しでは、福祉に功績のあった方などを表彰する①「第43回福祉大
会」と福祉を体験するブースなどを開設する②「第33回社協福祉まつり」
を行います。
　なお、余っている食品を福祉団体などに寄付する「フードドライブ」を
実施します。賞味期限に 1カ月以上余裕のある食品を 9月 3日（土）午前
9時30分～午後 3時にハーモニーホール座間　小ホールへお持ちください。
※駐車場に限りがあるため、公共交通機関をご利用ください。
○と　き　 9月 3日（土）午前10時～午後 3時
○ところ　①ハーモニーホール座間②サニープレイス座間（総合福祉セン
ター）、市役所ふれあい広場他
○内　容　①各種表彰・感謝②模擬店（手作り品や飲食物の販売、バザー）、
福祉オリエンテーリング、福祉情報・相談コーナー他
　※②について詳しくは、8月15日発行の社協広報紙「座間市しゃきょう」
をご覧ください。
○入　場　自由
担当 福祉長寿課　☎046(252)8247　5046(252)8238

　市公民館では、子どもたちに地域で遊び、地域に愛着を持ってもらおう
と「こども夏まつり」を開催します。
○と　き　 8 月20日（土）午前10時～午後 2時
○ところ　市公民館
○内　容　巨大迷路、働く車大集合、かるた取り、こどもお茶会、サマー
サイエンス、模擬店他
○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
担当 市公民館　☎046(255)3131　5046(252)2776

防犯パトロールと地域交流 （相武台緑ケ丘自治会） 
　相武台緑ケ丘自治会は、小田急線相武台前駅から徒歩で約10分程度、
緑ケ丘 3丁目にある会員数約100世帯の自治会です。防犯パトロール
は月 4回程度実施し、 1回のパトロールには、 2・ 3人が参加し、町
内を30分程度かけて回ります。一緒にパトロールすることで、普段は
あまり話したことがないような人と会話する機会にもなっています。
　ただ、会員の高齢化に伴い、参加が難しい
世帯も増えており、パトロールのスケジュー
ルを組んでいる方には苦労をかけています。各
世帯にとってもっと負担の少ない方法を考え
ていき、防犯パトロールを長く続けられるよ
うにしたいと思います。
 相武台緑ケ丘自治会会長　大野　哲也 おしゃべりしながら

　自治会は、地域住民の安全・安心と地域の発展のため、日頃からさまざ
まな活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活
動に支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎
5046(252)8751までお問い合わせください。

担当 市民協働課　☎046(252)7966　5046(255)3550

自治会トピックス
地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域でででででででででででででたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいままままままままままままま活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななな地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！！地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域ででででででででででででたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいまままままままままままま活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心なななななななななななな地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！

連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！

○開催時間○開催時間　午前 9時30分～午後 4時　午前 9時30分～午後 4時
○アクセス○アクセス　小田急線相武台前駅から有料シャトルバスに乗車、ＪＲ　小田急線相武台前駅から有料シャトルバスに乗車、ＪＲ
相模線相武台下駅から徒歩15～20分相模線相武台下駅から徒歩15～20分
○駐車場○駐車場　相模川グラウンド（有料）　相模川グラウンド（有料）

担当担当 商工観光課　 商工観光課　☎☎046046((252252))7604　7604　55046046((255255))35503550

座座座座間間間間会会会会場場場場ののののひひひひままままわわわわりりりりままままつつつつりりりりはははは 8888 月月月月11116666日日日日（（（（火火火火））））ままままでででで
一面に広がるひまわり畑を見に行こう一面に広がるひまわり畑を見に行こう
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お話しをしながら買い物をする子どもたち
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太ちゃん
H27.12. 9 生まれ　男
緑ケ丘 4丁目

原
はら   だ 

田　蓮
 れん   た   ろう 

太朗ちゃん
H27.12.31生まれ　男
広野台 1丁目

ノールトン ロクサンヌ夏
なつ  み 

美ちゃん
H27. 8 .24生まれ　女
キャンプ座間

こ
ん
に
ち
は
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ん
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ち
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赤
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ん

赤
ち
ゃ
ん

出展者共同のPR作品
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